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☆�香川県における高病原性鳥インフルエンザ
の疑似患畜の確認及び「農林水産省鳥イン
フルエンザ防疫対策本部」の持ち回り開催
について

（令和６年２月６日付けプレスリリース）

　本日（２月６日（火曜日））、香川県三豊市の家
きん農場において、家畜伝染病である高病原性鳥
インフルエンザの疑似患畜が確認（今シーズン国
内８例目）されました。
　これを受け、農林水産省は、「農林水産省鳥イン
フルエンザ防疫対策本部」を持ち回りで開催し、
今後の対応方針について決定しました。

１. 農場の概要
所在地：香川県三豊市
飼養状況：約７万羽（採卵鶏）
疫学関連農場：香川県三豊市（１農場、約４万羽）

２. 経緯
（1）�昨日（２月５日（月曜日））、香川県は、同県

三豊市の農場から、死亡羽数が増加している
旨の通報を受けて、農場への立入検査を実施
しました。

（2）�同日、当該家きんについて鳥インフルエンザ
の簡易検査を実施したところ陽性であること
が判明しました。
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（3）�本日（２月６日（火曜日））、当該家きんにつ
いて遺伝子検査を実施した結果、高病原性鳥
インフルエンザの疑似患畜であることを確認
しました。

３. 今後の対応方針
　総理指示及び「高病原性鳥インフルエンザ及び
低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染
病防疫指針」等に基づき、以下の措置について万
全を期します。

1．�当該農場の飼養家きんの殺処分及び焼埋却、
農場から半径３km 以内の区域について移動制
限区域の設定、半径３km から 10km 以内の区
域について搬出制限区域の設定等必要な防疫
措置を迅速かつ的確に実施。

2．�移動制限区域内の農場について、速やかに発
生状況確認検査を実施。

3．�感染拡大防止のため、発生農場周辺の消毒を
強化し、主要道路に消毒ポイントを設置。

4．�香川県知事との面会等により、香川県と緊密
な連携を図る。

5．�必要に応じて、食料・農業・農村政策審議会
家畜衛生部会家きん疾病小委員会を開催し、
防疫対策に必要な技術的助言を得る。

6．�感染状況、感染経路等を正確に把握し、的確
な防疫方針の検討を行えるようにするため、
必要に応じ、農林水産省の職員を現地に派遣。

7．�殺処分・焼埋却等の防疫措置を支援するため、
必要に応じ、各地の動物検疫所、家畜改良セ
ンター等から「緊急支援チーム」を派遣。

8．�「疫学調査チーム」による調査を実施。
9．�全都道府県に対し、改めて注意喚起し、本病

の早期発見及び早期通報並びに飼養衛生管理
の徹底を指導。

10．�関係府省庁と十分連携を図りつつ、生産者、
消費者、流通業者等への正確な情報の提供に
努める。

４. 農林水産省鳥インフルエンザ防疫対策本部
日時：令和６年２月６日（火曜日）（持ち回り開催）

５. その他
（1）�我が国の現状において、鶏肉や鶏卵等を食べ

ることにより、ヒトが鳥インフルエンザウイル
スに感染する可能性はないと考えております。
https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_
ah7n9.html（外部リンク）

（2）�現場での取材は、本病のまん延を引き起こす
おそれがあること、農家の方のプライバシー
を侵害しかねないことから、厳に慎むよう御
協力をお願いいたします。
特に、ヘリコプターやドローンを使用しての
取材は防疫作業の妨げとなるため、厳に慎む
ようお願いいたします。

（3）�今後とも、迅速で正確な情報提供に努めます
ので、生産者等の関係者や消費者は根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御
協力をお願いいたします。
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☆�第 63 回獣医疫学会学術集会のご案内

日　　時	：	2024 年３月 17 日（日）９：00 － 17：00

開催方法	：	対面とオンラインによるハイブリッド開催（Webex 使用）

事前登録制（下記参照）

参 加 費	：	獣医疫学会会員は無料、非会員は 3,000 円

現地会場	：	日本獣医生命科学第１校舎　E 棟１階　E111 教室

〒 180-8602　東京都武蔵野市境南町１－７－１（JR 武蔵境駅より徒歩）

・	プログラム

１．一般演題口演会　９：00 － 12：00　※発表順等は 2024 年２月下旬に公表します。

２．セミナー「それって、「疫学」じゃないですか？！」14：00 － 17：00

（１）�ヨーネ病の防疫対応における疫学の活用」

榊原　伸一　先生　（北海道石狩家畜保健衛生所）

（２）�鹿児島県での高病原性鳥インフルエンザの局所的流行に関する空間的解析と発生要因に

関する一考察」

岩本　滋郎　先生　（鹿児島県姶良家畜保健衛生所）

（３）�「肉用名古屋コーチンにおけるワクチンの飲水投与方法改善への取り組み」

吉田　愛実　先生　（愛知県東部家畜保健衛生所）

（４）�「茨城県における BLV 病原性分類と Bola-DRB3 遺伝子型解析に関する調査成績」

藤井　勇紀　先生　（茨城県農林水産部畜産課）

・	獣医疫学会会員の参加申込み締切、非会員の参加申込・参加費振込締切：2023 年３月１日（金）

・	獣医疫学会ホームページ（https://vet-epi.org/）の専用フォームよりお申込みください。

・	集会のリンクは、お申込み（会員）、お申込み・お振込み（非会員）を完了した方にお送りいたします。

・	更新情報は随時ホームページにてご案内してまいります。

・	お問合せ：獣医疫学会事務局（jsve-soc@umin.ac.jp）
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☆�アフリカ豚熱の発生防止に向けた対策強化
について（令和６年２月２日付け５消安第
6424 号）

農林水産省消費・安全局長

　アフリカ豚熱（以下「本病」という。）については、
2018 年に中国で発生が確認されて以降、日本及び
台湾を除くアジア全域に拡大しています。我が国
への外国人旅行者のうち、東アジアや東南アジア
からの外国人旅行者が全体の約８割を占めている
ことから、特に、これらの国から入国する者や持
ち込まれる物（特に肉製品）を介した本病ウイル
スの侵入を防止する必要があります。
　このような中、韓国において、昨年 12 月に、こ
れまで本病が確認されていない南部の釜山広域市
で野生いのししの感染が確認されており、従来の
感染地域との地理的関係等から、人為的な要因に
よって本病が伝播した可能性が高いと考えられて
います。最近では、我が国との定期航路のある同
市のフェリー埠

ふ

頭の裏山において野生いのししの
感染が連続して確認されており、我が国への本病
ウイルスの侵入リスクが高まっているところです。
　農林水産省では、関係省庁及び関係機関に協力
を要請し、海外からの肉製品の持込みの禁止等に
関する啓発、入国者に対する手荷物や郵便物の検
査等の水際対策を強化するとともに、国内におけ
る野生いのしし対策や農場における発生予防対策
を推進しています。
　中国からのインバウンドが回復し、韓国からの
旅行者が急増するなど、新型コロナウイルス感染
症の拡大前を超える外国人旅行者が我が国を訪れ
ている中、アジア地域では、これから旧正月の休
暇期間を迎え、人や物の動きが活発化することか
ら、改めて、我が国への本病の侵入リスクが非常
に高まっていることについて、関係者が危機感を共
有し、水際から農場まで多段階で対策の強化を図
り、本病の発生防止に万全を期すことが重要です。
　貴職におかれましては、「年末年始及び春節時期

における家畜防疫対策の徹底について」（令和５年
12 月 21 日付け５消安第 5540 号農林水産省消費・
安全局長通知。以下「年末年始等防疫徹底通知」
という。）を踏まえ、農場のバイオセキュリティの
強化等を御指導いただいているところですが、下
記の内容について、環境、林野、野生動物、観光
等の様々な分野で連携して本病の対策が図られる
よう、都道府県内関係部局はもとより、市町村、
関係機関、関係団体等との連携を推進し、本病の
発生防止に万全を期すようお願いします。
　なお、下記の内容に係る取組については、関係
部局、市町村、関係機関、関係団体等の多くの関
係者の連携が不可欠であるため、それぞれの対策
について、関係各者の役割を明確にして推進して
いただくことが重要です。当該取組の実施状況に
ついては、追ってフォローアップさせていただく
ことを想定していますので、御承知いただくよう
お願いします。

記

１　関係者との危機意識の共有
　畜産関係者のみならず、様々な分野の関係者に
対して、本病に関する基本的な情報、豚等（飼養
されている豚及びいのししをいう。以下同じ。）の
飼養農場における発生防止対策の重要性等を周知
することはもとより、世界（特にアジア）におけ
る本病の発生拡大により我が国への侵入リスクが
非常に高まっていること並びに本病の侵入・まん
延が我が国の養豚業及び畜産業に甚大な被害を及
ぼすことの危機意識を共有し、対策に関する協力
を要請すること。

２　�豚等及び野生いのししへの感染防止に関する
注意喚起

　本病ウイルスの豚等及び野生いのししへの感染
を防止するため、市町村、関係機関、関係団体等
と連携し、特に外国人旅行者が多く利用する場所・
施設における広報物の掲示、ウェブサイト等の活
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用により、次に掲げる事項を広く周知し、及びその
注意喚起を図ること（例えば、観光案内所、宿泊
施設、キャンプ・バーベキュー施設、ゴルフ場、レ
ジャー施設、アウトドア用品販売店、バス・レンタ
カー・レンタサイクル会社等を通じた注意喚起等）。

①�肉等を含む食品及びその容器包装を野外で廃
棄しないこと。

②�海外の土等の付着した靴、器具等を野外で使
用しないこと。

③�家畜飼養農場や畜産関係施設に近寄らないこ
と及び立ち入らないこと。

④�野生いのしし対策の罠
わな

や柵がある場所に近寄
らないこと。

⑤�消毒ポイントでは指示に従うこと。

３　野生いのししにおける感染防止の取組
（１）靴底の洗浄・消毒等の交差汚染防止対策の推進

　狩猟・有害鳥獣捕獲関係者、登山やアウトド
ア活動をする者等を含む山林等に立ち入る者に
対して、２に掲げる事項に加え、山林等への立
入り及び退出の際の靴底の洗浄・消毒等の交差
汚染防止対策を実施するよう周知するととも
に、必要に応じて登山道等に石灰帯や洗浄・消
毒ポイントの設置を行うこと。

（２）廃棄物の管理の徹底
　野生いのししがキャンプ・バーベキュー施設、
ゴルフ場、山小屋、公園等において廃棄物に接
触することにより、本病ウイルスに感染するこ
とを防止するため、当該廃棄物の適切な処理及
び屋外に設置されているごみ箱の管理の徹底に
ついて、関係部局の協力を得て推進すること。

４　空港及び海港における靴底消毒の実施
　外国人旅行者は、主要空海港に到着した後に国
内の移動手段により各目的地に移動することを踏
まえ、「空港及び海港における靴底消毒の実施等多
段階の予防対策の推進について」（平成 31 年４月
26 日付け 31 消安第 645 号農林水産省消費・安全局

動物衛生課長通知）を踏まえ、引き続き、家畜の
飼養状況等を考慮した上で、国内線（便）が就航
する空港又は海港における靴底消毒の実施等につ
いて、関係者と連携すること。
　また、漁業等の操業中に海外の港に一時的に寄
港して国内の漁港等に帰港する漁船の乗員に対し
ても、関係者と連携し、下船時における乗員の靴
底消毒の実施等、本病の侵入防止に係る注意喚起
を図ること。

５　農場における発生予防等対策の徹底
　飼養衛生管理基準に基づく人、物、車両等の衛
生対策及び野生動物等の侵入防止対策について、
再点検を促すこと。
　特に、畜産関係者の本病発生地域への不要不急
の渡航の自粛、外国人従業員等に対する海外から
の肉製品等の持込み（荷物の配送によるものを含
む。）の禁止、飼養管理に関係のない者の農場や畜
産関係施設への立入り等の防止を確保するため、
市町村、関係機関、関係団体等と連携し、旅行者
等への呼びかけや農場への周知を実施すること。
　また、万が一本病の発生が確認された場合にお
けるまん延防止措置を迅速かつ適切に実施するた
め、豚等が飼養されている農場における埋却地等
の確保状況及びその実効性について、改めて点検
を実施するとともに、確保されていない場合につ
いては、速やかに代替地等の確保を指導すること。

６　�万が一の侵入時に的確な初動を講じるための
取組

（１）�野生いのししの本病サーベイランス及び死体
の適切な処理等の推進

　諸外国では、野生いのししの死体における本
病の感染事例が多くなっていることから、検査
材料としての耳介の活用も含め、野生いのしし
の死体の検査を推進することが重要である。
　また、野生いのししの死体等については、日
頃から迅速かつ適切な処分を行うことが重要で
ある。
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　これらを踏まえ、「豚熱及びアフリカ豚熱に
感染し、又は感染したおそれのある野生イノシ
シの死体等の処理等について」（令和４年３月
31 日付け３消安第 7123 号、３農振第 2908 号、
３林整研第 333 号、環循適発第 2203311 号、環
自野発第 2203284 号農林水産省消費・安全局
長、農林水産省農村振興局長、林野庁長官、環
境省環境再生・資源循環局長及び環境省自然環
境局長連名通知）に基づき、関係部局が連携の
上、野生いのししの死体を発見した場合の通報
窓口、連絡体制等をしっかりと構築して検査を
推進するとともに、万が一本病が野生いのしし
群に侵入した時に備え、死体処理に関する部局
間及び関係施設との連携強化や事前の調整を行
うこと。

（２）�野生いのしし群での感染確認時における円滑
な初動対応

　「アフリカ豚熱に関する特定家畜伝染病防疫
指針」（令和２年７月１日農林水産大臣公表）
に基づき、本病に感染した野生いのししが確認

された地点の周囲における死亡いのししの積極
的な捜索、野生いのししの捕獲による個体数の
削減、防護柵等による囲い込み、検査、適切な
死体処理や消毒の徹底等について適確に実施で
きるよう、関係部局、市町村、関係機関、関係
団体等の連携体制の構築を進めること。
　準備に当たっては、「野生いのししにおける
アフリカ豚熱の浸潤状況の的確な把握と感染拡
大防止のための基本方針（案）」を基に発生し
た際の対応方針を検討し共有するとともに、防
疫演習、関係者との意見交換会等の企画・開催
等により、発生を想定した対策の具体化を図る
こと。

（３）農場での発生時における的確な初動対応
　年末年始等防疫徹底通知で要請しているとお
り、防疫対応に必要な人員、資材等の確保につ
いて、関係部局、市町村、関係機関、関係団体
等との連携を確認すること。

以上

　アフリカ豚熱の侵入防止のため、農

水省では関係省庁、業界団体など各方

面に様々な手段で注意喚起を行っています。農水大臣

から旅行者に対して、肉類の持込みを厳に慎んでいた

だくこと、ウイルスが靴などに付着して持ち込まれる

ことがないよう、細心の注意を図っていただくよう呼

びかけました。農水省公式Ｘでも旅行者にウイルスの

侵入を防ぐためのお願いを発信し、2 月 15 日時点で表

示回数 364 万回を記録しています。多くのメディアで

も取り上げていただき、一定の周知は図られているも

のと思います。一方、本病に関心を持っていない方々

へ周知し行動に移していただくことの難しさを感じま

す。ヨーロッパにおける本病拡大の契機となった 2007

年のジョージアでの発生も、アジアでの発生拡大の直

前に起こった 2017 年のロシアのモンゴル国境付近での

発生のいずれも遠隔地から飛び火する形で発生しまし

たが、その原因は食品残渣が疑われています。おそら

く意図せずウイルスを持ち込んでしまっていたのだろ

うと思われます。これにより世界規模で計り知れない

経済的被害をもたらす結果を招いています。無自覚の

悪は意識的に行う悪より恐ろしいと言われます。繰り

返し、あの手この手の情報発信が大事です。関係者皆

様のご協力をよろしくお願いします。
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